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～希望あふれ、人と地域が輝くまちにむけて～ 

　町の基本構想や行政施策等を町民の皆様にご理解いただき、行政運営について広く意見を求めるために、和水
町行政懇談会が開催されました。 
　懇談会では、現在策定をすすめているまちづくり総合計画「基本構想」の考え方と「本年度の主要施策を中心
とした施政方針」の説明を行い、その後、会場においでいただいた町民の皆様と意見交換を行いました。 
　意見交換では、まちづくり全般にわたる意見や要望が出されました。 
　懇談会での説明内容やご意見等についてお知らせします。 
※なお、紙面の都合上、割愛して意見を掲載しております。ご了承ください。 
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平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要 

　
一
番
大
き
な
収
入
源
は
、

地
方
交
付
税
で
26
億
５
千
万

円
で
、
収
入
の
約
半
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税

金
が
約
９
億
円
、
国
や
県
の

支
出
金
や
補
助
金
が
約
８
億

６
千
万
円
、
そ
の
他
の
収
入

が
13
億
２
千
万
円
、
総
額
57

億
２
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
う
ち
、
繰
入
金
は
基

金
を
取
り
崩
し
３
億
５
千
万

円
、
町
債
（
借
金
）
が
５
億

２
千
万
円
で
、
事
業
を
実
施

す
る
の
に
約
８
億
７
千
万
円

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

    

町
税
に
つ
い
て 

 

　
平
成
19
年
度
は
前
年
度
に

比
較
し
て
７
６
８
５
万
３
千

円(

対
前
年
度
比
9.3
％)

増
の

８
億
９
９
２
５
万
７
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
増

加
要
因
は
、
税
制
改
正
に
伴

う
税
源
移
譲
で
、
住
民
税
が

増
加
す
る
も
の
で
す
。
金
額

に
し
て
１
億
円
余
り
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
法
人

税
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

　
「
希
望
あ
ふ
れ
、
人
と
地

域
が
輝
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、

「
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
町
民
と
の
協
働
」
を
基
本

方
針
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

い
ま
す
。 

　
昨
年
に
引
き
続
い
て
地
方

分
権
の
推
進
、
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
を
と
り
ま
く
環
境
は
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

激
動
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
町
の
地
方
交
付

税
で
す
が
、
平
成
18
年
度
29

億
２
千
万
円
、
平
成
19
年
度

は
26
億
５
千
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
そ
の
減
少
額
は
２

億
７
千
万
円
で
す
。
平
成
12

年
度
は
38
億
６
千
万
円
で
し

た
か
ら
、
こ
の
７
年
間
の
減

少
額
は
12
億
１
千
万
円
で
実

に
約
31
％
も
削
減
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
当
分
続

く
も
の
と
思
わ
れ
、
し
か
も

厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
を

し
っ
か
り
認
識
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
町
の
３
月
末
現
在
の
財
産

の
う
ち
、
合
併
時
の
基
金
は

29
億
円
で
し
た
が
、
平
成
18

年
度
末
は
２
億
積
み
増
し
て

約
31
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
負
債
（
借
金
）
は
、
一

般
会
計
に
お
い
て
は
、
平
成

17
年
度
70
億
２
千
５
百
万
円
、

平
成
18
年
度
68
億
３
千
５
百

万
円
、
平
成
19
年
度
見
込
み

で
65
億
６
千
百
万
円
で
こ
の

２
年
間
で
４
億
６
千
４
百
万

円
の
借
金
を
減
ら
す
見
込
み

で
す
。
一
方
、
特
別
会
計
の

負
債
に
つ
い
て
は
、
20
億
６

千
８
百
万
円
と
合
併
当
時
か

ら
増
減
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
下
水
道
事
業
を
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
元
金
の
50
％
は
交
付
税

措
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
　

　
ま
た
財
政
力
指
数
は
0.27
と

低
く
、
自
主
財
源
の
乏
し
い

町
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
心
が
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
和
水
町
と
規
模

の
似
た
自
治
体
の
財
政
状
況

を
比
較
す
る
と
、
良
い
方
に

分
類
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 
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歳
出
に
つ
い
て 

３
千
万
円
程
度
を
減
額
し
て

い
ま
す
。 

  

　
地
方
交
付
税
に 

 

　
　
　
　
　
つ
い
て 

 

　
三
位
一
体
の
改
革
で
こ
こ

数
年
地
方
交
付
税
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
合
併

後
３
ヵ
年
は
、
特
別
に
交
付

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
（
特
別

枠
6.3
億
円
）
、
１
年
目
50
％
、

２
年
目
30
％
、
３
年
目
20
％

の
割
合
で
３
年
間
に
わ
た
り

措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、

こ
の
制
度
適
用
２
年
目
に
な

り
ま
す
。
　
全
体
で
は
平
成

18
年
度
当
初
予
算
に
対
し
5

千
万
円
増
の
26
億
5
千
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

      

　
国
庫
支
出
金
に 

　
　
　
　
　
つ
い
て 

 

　
前
年
度
比
７
１
４
３
万
７

千
円
増
の
２
億
９
５
０
２
万

８
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
推
進

体
制
整
備
補
助
金
７
９
５
０

万
円
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

に
よ
る
増
加
で
す
。
中
央
公

民
館
空
調
整
備
事
業
、
学
校

施
設
耐
震
調
査
費
、
デ
ジ
タ

ル
防
災
無
線
調
査
設
計
委
託

料
な
ど
に
充
当
し
ま
す
。 

   

県
支
出
金
に
つ
い
て 
 

　
前
年
度
比
２
億
２
８
６
２

万
６
千
円
増
の
５
億
５
７
４

４
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
熊
本
県
市
町
村
合
併

特
別
交
付
金
１
億
１
０
７
０

万
円
な
ど
が
主
な
増
加
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
庁
・

総
合
支
所
駐
車
場
整
備
費
、

地
図
・
地
籍
情
報
シ
ス
テ
ム

構
築
費
な
ど
に
充
当
し
ま
す
。    

福
祉
に
関
す
る
施
策 

 

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
妊
婦
健
診
助
成
事
業
を

充
実
し
ま
す
。
母
体
や
胎
児

の
健
康
確
保
を
図
る
た
め
、

妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の
で
、
平
成

18
年
度
ま
で
２
回
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
は
さ
ら
に
２
回
を
加
え

て
合
計
４
回
を
助
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
県
内
で
は
３
つ
の
団
体

（
和
水
町
、
南
関
町
、
苓
北

町
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
乳
幼
児
医
療
費
助
成

事
業
を
充
実
し
ま
す
。
乳
幼

児
及
び
多
子
世
帯
児
童
の
疾

病
の
早
期
治
療
を
促
進
し
、

健
康
の
保
持
及
び
健
全
な
育

成
と
子
育
て
支
援
を
図
る
た

め
、
乳
幼
児
及
び
児
童
の
医

療
費
の
自
己
負
担
金
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。
昨
年
度
ま

で
は
、
就
学
前
の
満
６
歳
ま

で
に
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

小
学
校
３
年
生
（
満
９
歳
）

ま
で
助
成
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。 

　
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
在

宅
寝
た
き
り
等
老
人
介
護
手

当
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
在

宅
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
「
要
介
護
度
４
も
し
く
は
、

５
ま
た
は
同
程
度
の
高
齢
者
」

を
過
去
６
ヶ
月
以
上
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
世
帯
に
対
し

て
支
給
し
て
い
た
介
護
手
当

月
額
１
万
５
千
円
を
、
４
月

１
日
か
ら
は
、
毎
月
２
万
円

を
支
給
し
ま
す
。 

　
き
く
す
い
荘
入
所
に
関
し

て
は
、
「
要
介
護
１
」
以
上

の
人
が
入
所
要
件
を
満
た
し

ま
す
。
現
在
入
所
を
お
待
ち

の
方
が
約
70
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
申
し
込
み
順
で

は
な
く
、
入
所
判
定
会
議
を

行
い
、
緊
急
性
や
公
平
性
を

保
っ
た
う
え
で
、
困
っ
て
い

る
方
か
ら
先
に
入
所
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

　
環
境
・
衛
生
に 

　
　
　
関
す
る
施
策 

 

　
環
境
保
全
対
策
補
助
金
に

つ
い
て
、
補
助
内
容
は
昨
年

同
様
で
す
が
、
多
く
の
住
民

の
申
請
を
促
進
し
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
は
昨
年

４
月
１
日
供
用
を
開
始
し
、

加
入
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯
４
４
５
世
帯
、
加

入
世
帯
１
７
２
世
帯
で
加
入

率
38.7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

活
力
と
賑
わ
い
に 

 

　
　 

　
関
す
る
施
策 

 

　
農
業
振
興
補
助
金
制
度
を

充
実
し
ま
し
た
。
認
定
農
業

者
及
び
集
落
営
農
組
織
等
が

農
業
機
械
等
を
購
入
す
る
補

助
金
で
す
。
具
体
的
な
補
助

に
つ
い
て
は
、
果
樹
用
機
械

購
入
費
補
助
（
ス
ピ
ー
ド
ス


